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東本郷台町会創立５０周年式典と祝賀会
小さい世帯だが明るいふれあいの町会と！

10
月
６
日
、
東
本
郷
台
町
会

（

町
会
長＝

古
川
鐵
郎
さ
ん）

は
、
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
、
東
本
郷
台
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。

心
配
し
た
天
気
も
涼
秋
に

恵
ま
れ
、
君
塚
元
一
さ
ん
司

会
、
新
藤
和
則
副
町
会
長
の

開
会
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
に
は
、
澁
谷
祥
晴
副

市
長
、
新
藤
義
孝
総
務
大
臣

秘
書
菊
地
博
さ
ん
、
板
橋
智

之
・
幡
野
茂
・
光
田
直
之
市

議
会
議
員
、
渡
辺
秀
夫
連
合

町
会
長
、
新
郷
地
区
全
町
会

長
、
柴
田
久
男
新
郷
支
所
長
、

渡
辺
忠
光
新
郷
公
民
館
長
、
金

子
光
司
社
協
会
長
、
四
島
重

孝
東
中
学
校
長
、
小
野
寺
勉

同
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
三
國
隆
夫

新
郷
小
学
校
長
、
小
森
谷
泰

史
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
大
勢

の
来
賓
が
列
席
さ
れ
た
。

古
川
町
会
長
は「

昭
和
38
年

本
蓮
町
会
よ
り
分
離
、
全
国

か
ら
新
興
住
宅
地
に
集
ま
っ

て
き
た
。
先
人
の
土
地
選
び

に
感
服
。
住
ん
で
よ
か
っ

た

住
み
続
け
た
い
、
小
さ
い
が
、

明
る
い
ふ
れ
あ
い
の
街」

と
。　
　

澁
谷
副
市
長
は「
立
派
な

素
晴
ら
し
い
式
典
。
並
々
な

ら
ぬ
努
力
が
継
承
さ
れ
、
お

互
い
が
お
互
い
を
思
い
や
る

町
会」

と
絶
賛
さ
れ
た
。

歴
代
町
会
長
や
70
歳
以
上

の
功
労
者
15
名
余
り
に
１
人

ず
つ
澁
谷
副
市
長
が
、
岡
村

幸
四
郎
市
長
か
ら
の
感
謝
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
た
。

子
ど
も
会
代
表
の
小
沼
鮎

莉
さ
ん
が
、
作
文「

五
十
ぶ

ん
の
五
の
思
い
出」

を
発
表

し
た
。

祝
賀
会
は
島
畑
和
範
さ
ん
、

猪
野
保
さ
ん
の
司
会
で
始
ま

り
、
河
野
の
り
子
さ
ん
、
歌

野
原
洋
允
く
ん
、
竹
内
龍
之

亮
く
ん
が
、
た
た
ら
踊
り
の

曲
で
太
鼓
披
露
。

次
い
で
東
中
学
校
吹
奏
楽

部（

顧
問＝

中
崎
日
和
先
生）

が
、
銀
河
鉄
道
９
９
９
・
ひ

ょ
っ

こ
り
ひ
ょ

う
た
ん
島
・

時
代
劇
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
ど
を

演
奏
し
て
華
を
添
え
た
。

続
い
て
野
村
隆
前
町
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
謡
シ

ョ

ー
や
日
本
舞
踊
、
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
大
抽

選
会
で
賑
わ
っ
た
。

元
町
会
長
の
林
嘉
市
さ
ん

の
万
歳
三
唱
で
終
焉
し
た
。

写
真
上
は
、
新
郷
地
区
町

会
長
の
皆
さ
ん
。

光
田
市
議
会
議
員
　
市
政
報
告
会

会
派
離
脱
　
次
期
選
挙
は
無
所
属
で
！

川
口
市
議
会
議
員
の
光
田

直
之
後
援
会
は
、
10
月
５
日
、

安
行
密
蔵
院
に
お
い
て「

光

田
直
之
市
政
報
告
会」

を
開

催
し
た
。

渡
辺
秀
夫
新
郷
連
合
町
会

長
、
山
田
勇
作
江
戸
袋
町
会

長
、
太
田
茂
新
堀
町
会
長
な

ど
が
列
席
し
た
。

後
援
会
長
の
関
長
左
衛
門

さ
ん
は「

先
の
統
一
地
方
選

挙
か
ら
２
年
半
、
地
域
の
生

活
基
盤
の
向
上
の
た
め
仕
事

を
し
て
く
れ
て
い
る
。
会
派

に
つ
い
て
言
わ
ん
と
す
る
こ

と
を
お
聞
き
届
け
願
い
、
次

期
統
一
選
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
今
後
も
支
援
を」

と
挨
拶
。

議
員
活
動
も
７
年
目
を
迎

え
た
光
田
市
議
は
、
９
月
定

例
議
会
が
終
了
し
た
こ
と
で

議
会
報
告
を
さ
れ
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
、
医
療

費
自
動
精
算
機
設
置
、
病
診

連
携
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ
ス

の
再
編
、
災
害
情
報
、
火
葬

施
設
な
ど
の
報
告
も
さ
れ
た
。

そ
し
て
、「

自
分
の
考
え

や
信
念
を
貫
い
て
い
く
為
に

は
、
原
点
に
戻
っ

て
地
道
に

活
動
し
て
い
き
た
く
一
つ
の

政
党
に
い
て
良
い
も
の
か
思

案
中」

と
語
ら
れ
た
。

後
援
会
顧
問
の
山
口
正
純

前列左から野村さん、澁谷さん、古川さん、渡辺さん、後列
左新藤総務大臣菊地秘書、幡野市議、林さん、光田、板橋市議。

左から渡辺さん、板橋さん、澁谷さん、古川さん、林さん、野村さん。

密
蔵
院
住
職
は「

離
党
し
て

無
所
属
で
頑
張
っ

て
い
く
と

思
う
が
、
今
後
共
も
支
援
よ

ろ
し
く」

と
挨
拶
さ
れ
た
。
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武
南
交
通
安
全
協
会

武
南
警
察
署

平
成
25
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
ぼ
く
の
だ
い
じ
な
　
お
と
も
だ
ち

今
月
の
新
郷
句
楽
部

母
の
手
の
西
瓜
見
守
る
顔
幾
つ
　
　
　
　
　
東
本
郷
　
豊
後
照
子
　

秋
の
蝶
風
に
吹
か
れ
て
失
せ
に
け
り
　
　
　
東
浦
和
　
神
作
洸
江

生
き
延
び
て
甘
い
も
ろ
こ
し
か
じ
り
け
り
　

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

泣
き
さ
う
に
終
わ
る
胡
弓
の
風
の
盆
　
　
　

東
本
郷
　
高
垣
ゆ
た
か

頁
繰
り
江
戸
に
旅
す
る
良
夜
か
な
　
　
　
　
大
竹
　
　
井
上
靖
子

夜
の
更
け
て
ひ
と
り
占
め
す
る
良
夜
か
な
　
蓮
沼
　
　
若
木
豊
子

香
を
た
き
静
か
な
一
夜
良
夜
か
な
　
　
　
　
前
野
宿
　
森
田
米
子

墓
の
こ
す
だ
け
の
故
郷
白
む
く
げ
　
　
　
　
赤
井
　
　
大
井
幸
子

新堀神明宮３年振りの大祭
五穀豊穣と無病息災を願いワッショイ！ワッショイ！

新
堀
神
明
宮（

総
代
長＝

田
中
喜
久
治
さ
ん）

は
、
３

年
毎
に
大
祭
を
行
っ
て
い
る
。

10
月
12
日
は
宵
宮
で
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、
次
い
で
新

堀
に
居
を
構
え
町
会
員
に
な

っ
た
新
氏
子
の
紹
介
が
さ
れ
、

神
官
か
ら
お
払
い
を
受
け
る

行
事
が
行
わ
れ
た
。

13
日
の
本
祭
り
は
、
宵
宮

同
様
、
峯
ヶ

岡
八
幡
神
社
宮

本
洋
平
神
職
に
よ
り
祭
典
が

行
わ
れ
、
鏡
割
り
、
乾
杯
の

儀
式
後
8
時
宮
出
し
。

40
年
以
上
前
か
ら
氏
子
に

よ
っ

て
担
が
れ
て
い
る
大
人

神
輿
、
前
回
の
本
祭
り
に
お

披
露
目
し
た
有
志
で
作
っ

た

子
ど
も
神
輿
が
、
山
車
を
先

９
月
28
日
、
青
木
会
館
に
お

い
て
、「

第
49
回
川
口
市
交
通

安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会」

が

開
催
さ
れ
た
。

功
労
賞
や
優
良
運
転
者
表

彰
、
日
本
一
短
い
交
通
安
全

手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
や
作

品
発
表
な
ど
。
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
コ
カ

リ
ナ（

木
で
出
来
た
オ
カ
リ

ナ）

コ
ン
サ
ー
ト
が
華
を
添

え
た
。新

郷
地
区
の
表
彰
者
は
次

の
通
り
。

◇
交
通
功
労
者＝

伊
原
新
一

郎（

赤
井）

藤
田
充
子（

前
野

宿）

。

◇
交
通
功
労
団
体＝

新
郷
南

幼
稚
園
。

交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会

◇
優
良
運
転
者

▽
40
年
以
上＝

太
田
隆
三
・

長
尾
紀
代
子（

峯）

山
内
昌

義（

赤
井）

那
須
孝
男（

新

堀）

鳥
海
俊
次（

東
本
郷）

▽
35
年
以
上＝

川
端
康
弘
・

脇
正
則（

榛
松）

水
谷
武
・

長
田
豊（

東
本
郷）

▽
30
年
以
上＝

太
田
智
子（

峯）

佐
藤
招
子（

本
蓮）

▽
25
年
以
上＝

長
尾
明
宏（

峯）

佐
々
木
委
佐
男（

新
堀）

▽
20
年
以
上＝

木
藤
綾
美（

江

戸
袋）

森
義
明（

東
本
郷）

▽
10
年
以
上＝

芳
賀
為
治
・

宮
内
啓
子（

榛
松）

吉
田
泰

司
・
平
間
昌
胤（

赤
井）

▽
５
年
以
上＝

渡
邊
弘（

赤

井）

島
村
雪
路（

本
蓮）

大
出

頭
に
出
発
し
た
。

澄
み
渡
っ

た
秋
晴
れ
の

下
、
各
班
ご
と
に
置
か
れ
た

神
酒
所
で
休
憩
を
取
り
、
１

日
か
け
て
、
12
班
有
る
町
会
内

を
隈
な
く
巡
行
し
た
。

各
神
酒
所
で
は
、
前
日
か

ら
仕
込
ん
だ
手
の
込
ん
だ
料

理
や
、
子
ど
も
達
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
品
な
ど
用
意
し
、
神

輿
到
着
を
待
っ
て
い
た
。

午
前
中
は
６
ヶ
所
の
神
酒

所
、
昼
は
、
２
班
の
第
三
企

画
広
場
で
、
１
２
０
０
個
の

お
に
ぎ
り
と
飲
み
物
が
準
備

さ
れ
、
老
若
男
女
２
個
ず
つ

貰
い
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上

で
美
味
し
そ
う
に
食
し
て
い

た
。
関
係
者
の
分
が
不
足
か

と
心
配
す
る
ほ
ど
の
人
出
で

あ
っ
た
。

午
後
は
７
軒
の
神
酒
所
で

休
憩
し
、
無
事
宮
入
り
し
た
。

「

お
菓
子
や
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
、
文
房
具
、
ジ
ュ

ー
ス

も
貰
っ

た
よ」

と
嬉
し
そ
う

に
リ
ュ
ッ

ク
の
中
を
見
せ
る

子
や
、「

ず
っ
と
歩
い
た
か
ら

ク
タ
ク
タ」

と
値
を
上
げ
る

子
。

「

晴
天
に
恵
ま
れ
無
事
終

え
た
事
に
感
謝
し
ま
す
。
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た」

と
、

田
中
総
代
長
。

写
真
上
は
神
社
役
員
勢
揃

い
。

左
は
北
條
敬
一
さ
ん
、
太

田
茂
町
会
長
、
田
中
総
代
長
、

大
熊
恒
久
さ
ん
、
先
崎
隆
広

さ
ん
。

隆
雄（

新
堀）

宮
内
志
の
ぶ

（

榛
松）

。（

敬
称
略）

写
真
左
か
ら
、
田
中
正
男

武
南
警
察
署
長
、
宇
田
川
好

秀
市
議
会
議
長
、
原
島
潔
交

通
安
全
管
理
者
協
会
会
長
。

宇
田
川
好
秀
市
議
会
議
員

（

51）

は
、
今
年
度
６
月
定
例

会
で
、
第
66
代
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
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「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

と
い
う
電
話
は
詐
欺

川
口
市
防
犯
協
会

武
南
警
察
署

季
節
の
変
わ
り
目
で
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
達
の
身
体
は
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
菌

が
侵
入
し
て
も
、
大
事
に
至
ら
な

い
よ
う
に
ば
い
菌
を
発
見
し
て
、

害
の
な
い
ゴ
ミ
の
塊
り
に
処
理
し

ま
す
。

又
、
脳
や
心
臓
な
ど
の
細
胞
は

別
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
細
胞

は
、
絶
え
ず
古
い
も
の
を
壊
し
て

新
し
い
物
を
再
生
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
多
量
の
ゴ
ミ
が
出
ま

す
。
さ
ら
に
再
生
す
る
時
に
、
高

齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
再
生
ミ
ス

が
起
き
て
、
ガ
ン
細
胞
な
ど
の
有

害
な
細
胞
を
作
っ

て
し
ま
う
の

で
、
こ
れ
ら
も
無
毒
化
し
て
、
ゴ

ミ
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
命
活

動
は
、
多
量
に
ゴ
ミ
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
毎
日
健

康
で
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
多
量

の
ゴ
ミ
を
街
の
清
掃
車
の
よ
う

に
、
上
手
に
処
理
し
て
身
体
の
外

部
に
出
し
て
し
ま
う
シ
ス
テ
ム
が

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
ら
で

す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
い
る

の
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
い
う
ア

メ
ー
バ
ー
み
た
い
な
貪
食
細
胞

で
、
血
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
身
体

中
を
巡
り
、
有
害
物
質（

ゴ
ミ）

を
食
べ
て
外
に
捨
て
や
す
い
形
に

す
る
の
で
す
。

強
い
ス
ト
レ
ス
や
働
き
過
ぎ

で
、
無
理
な
身
体
の
使
い
方
を
続

け
る
と
交
感
神
経
が
緊
張
し
、
血

流
が
弱
く
な
っ
た
り
滞
っ
た
り
す

る
の
で
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
働

く
こ
と
が
で
き
ず
、
風
邪
の
ウ
イ

ル
ス
が
生
き
残
っ
た
り
、
ガ
ン
細

胞
な
ど
の
ゴ
ミ
処
理
が
で
き
ず

に
、
病
気
が
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
血
流
が
良
い
と
身
体
が
ポ

カ
ポ
カ
と
暖
か
く
な
り
ま
す
。
反

対
に
身
体
の
冷
え
て
い
る
人
は
要

注
意
で
す
ね
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

岩
下
　
一
三

歯
科
医
の
風

川
口
市
東
本
郷
の
武
南
病
院（

院
長＝

長
汐
俊
治
さ
ん）

は
、
業
務
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
第
９
回
看
護
用
具
創
意

工
夫
展
を
10
月
３
日
か
ら
３
日
間
、
武
南
病
院
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
　

「

そ
の
人
が
、
そ
の
人
ら
し
く
、
な
ご
や
か
に」

を
テ
ー
マ

に
、
安
全
・
安
楽
・
機
能
的
、
か
つ
在
宅
介
護
の
人
に
も
作
れ

て
役
立
つ
も
の
を
と
、
各
病
棟
の
思
考
を
凝
ら
し
た
作
品
が
展

示
さ
れ
た
。

今
年
度
の
最
優
秀
賞＝

「

Ｑ
と
ん」

救
急
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
使
用
す
る
時
の
布
団
。
優
秀
賞＝

「

杖
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー」

「

す
べ
ら
ー
ず
ポ
ケ
ッ
ト」

。
委
員
会
賞＝

「

あ
い
う
え
お
の
お

稽
古
以
心
伝
心」

で
し
た
。

看
護
用
具
創
意
工
夫
展

交
流
会

９
月
28
日
、「

エ
ル
ザ
タ
ワ

ー
55」

の
52
階
に
あ
る
金
子

昌
夫
さ
ん
所
有
の
１
室
で
第

２
回「

異
業
種
・
異
文
化
人

交
流
会」

が
開
催
さ
れ
た
。

金
子
さ
ん
は「

皆
さ
ん
の

趣
味
な
ど
教
え
て
い
た
だ
い

て
元
気
で
長
生
き
し
た
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

千
葉
正
吾
会
長
は「

他

に
例
を
み
な
い
最
高
級
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
金
子
さ
ん
は
、
遥

か
彼
方
ま
で
見
た
り
、
見
下

ろ
し
た
り
さ
れ
、
ま
た
険
し

い
山
も
越
え
、
激
流
の
川
を

渡
り
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
人

生
観
を
伺
う
事
は
１
０
０
冊

の
小
説
よ
り
も
勝
る
も
の
、
人

生
の
糧
に
な
り
ま
す」

と
。
　
　

幡
野
茂
市
議
、
光
田
直

之
市
議
、
清
水
力
男
、
宮
本

洋
平
、
鵜
飼
勝
、
大
沼
早
苗
、

神
埼
無
風
、
松
山
仁
、
江
原

克
己
、
平
野
正
子
ら
多
数
が

参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

（

敬
称
略）

声
楽
家
の
原
口
あ
ゆ
み

さ
ん
は
、
平
和
の
祈
り
を
こ

め
て「

荒
城
の
月」

を
独
唱

さ
れ
た
。

父
か
ら
神
社
を
受
継
ぎ
、
神

明
奉
仕
に
た
ず
さ
わ
り
数
年

が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
て
自

分
一
人
で
祭
祀
を
行
っ

た
時

の
緊
張
は
今
で
も
忘
れ
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
。

神
職
は
、
神
社
で
行
う
祭

祀
に
お
い
て
、
ご
祈
願
に
来

ら
れ
た
方
の
思
い
や
、
地
域

の
方
々
の
思
い
を
、
神

様
へ
祝
詞
を
奏
上
し
て

伝
え
る
と
い
う
、
参
拝

者
と
神
様
の
仲
を
繋
ぐ

「

仲
と
り
も
ち」

を
し
て
い
ま

す
。

祝
詞
を
奏
上
す
る
時
に
は

全
身
全
霊
で
魂
を
込
め
て
奏

上
し
、
言
霊
と
し
て
神
様
へ

お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
然
、
精
神
的
な
パ

ワ
ー
を
使
う
為
、
祭
祀
後
の

疲
労
感
も
大
き
い
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
達
成
感
は
も
っ
と

大
き
く
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
思
い
や
地
域
の

方
々
の
思
い
を
神
職
は
神
様

に
伝
え
、
そ
し
て
人
々
は
地

元
の
神
様
を
皆
で
協
力
し
て
、

全
力
で
守
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
達
の
祖
先
が
何

百
年
間
と
継
承
し
て
き
た
事

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
何

百
年
間
の
為
に
今
の
時
代
を

生
き
る
私
達
が
必
ず
次
世
代

へ
、
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま

す
。

神
道
は
、
ご
先
祖
様
か
ら

両
親
、
自
分
、
そ
し
て
子
供
、

孫
と
命
の
繋
が
り
を
重
く
み

ま
す
。
自
分
は
繋
が
り
の
中

の
一
つ「

中
今(

な
か
い
ま)

を

生
き
る」

と
考
え
ま
す
。

先
人
達
の
命
の
リ
レ
ー
、

伝
統
の
継
承
が
あ
っ

た
か
ら

こ
そ
自
分
は
こ
の
世
に
生
を

受
け
る
事
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
月
は
ご
存
知
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
伊
勢
神

宮
の
20
年
に
１
度
お
社
を
新

し
く
し
て
神
様
を
遷
す
式
年

遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
技
術
の
継
承
の
為
に
１

３
０
０
年
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
事
で
す
。
先
人
達
の
築

い
て
き
た
伝
統
や
思
い
を
大

切
に
し
、
必
ず
次
世
代
に
伝

え
る
。

こ
れ
は
、
神

道
の
世
界
だ
け

で
な
く
、
国
・

地
域
・
社
会
・

学
校
・
部
活
・
家
族
等
々
、
ど

の
世
界
に
も
通
じ
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。

「

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
、
今
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い」

で
は
な
く
、
大
事
な
事
は
、

次
世
代
に
必
ず
伝
え
る
と
い

う「

継
承」

と
言
う
事
を
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
伝
え
て

い
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま

す
。

継
　
承

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社

禰
宜

宮
本

洋
平

秋の交通安全運動出発式
今年も秋の交通安全運動が、9月21日から30日の10日間展開され、武南警察署管内は初日、ＪＲ東川

口駅前南口広場で出発式を行った。
田中正男署長、澁谷祥晴副市長、武南交通安全協会会長、交通安全管理者協会原島潔会長など来賓の挨

拶後、榛松中学校生徒会の筒井彩加さんが、「自転車安全利用宣言」を行った。
アトラクションでは、東本郷小学校ブラスバンド部（顧問＝宮下聡恵先生）が、映画「コクリコ坂か

ら」のテーマソング～さよならの夏～と、「ワイルドアットハート」の2曲を演奏した。次いで榛松中吹奏
楽部（顧問＝川崎尚徳先生）が、ゲバゲバ 90分・あまちゃんオープニングなど 5曲を披露した。
街頭キャンペーンでは、啓発品の配布や啓発指導を行った。東本郷小6年の鈴木勝太くんは「僕は兄弟

でチューバを吹いているんですが、中学生は音も大きく、かっこよかった」と感想を語った。

写
真
展

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ
新
郷（

会
長＝

佐
々
木
量

さ
ん）

は
２
年
ぶ
り
に
３
回
目
の
テ
ー
マ＝

「

私

た
ち
の
街
＆
自
慢
の
写
真
展」
と
題
し
て
川
口
駅

西
口

リ
リ
ア
会
場
で
写
真
展
を
行
い
ま
し
た
。

新
藤
義
孝
総
務
大
臣
や
板
橋
智
之
市
議
会
議
員

の
写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
て
多
数
の
方
が
来
場
下

さ
い
ま
し
た
。

９
月
オ
ー
プ
ン
し
た
、
安
行
原
の
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
川
口

（

施
設
長＝

菊
池
由
香
さ
ん）

は
、
10
月
８
日
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
足
立
区
の
西
新
井
大
師
に
参
拝
し
た
。

参
道
を
散
策
し
て
、
草
団
子
の
試
食
を
し
た
り
、
お
茶
を
戴
い

た
り
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
た
り
、
午
後
の
一
時
を
楽
し
ん
だ
。

西
新
井
大
師
参
拝
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認
知
症
の
方
が
身
内
に
お

ら
れ
る
方
か
ら
何
か
良
い
漢

方
薬
は
な
い
の
か
と
相
談
を

受
け
ま
し
た
。

認
知
症
は
、
そ
の

病
状
か
ら
行
動
症
状

（

攻
撃
的
行
動
・
徘

徊
・
拒
絶
・
不
潔
行
為
・
異

食
な
ど）

、
心
理
症
状（

抑
う

つ
・
人
格
変
化
・
幻
覚
・
妄

想
・
睡
眠
障
害
な
ど）

に
分

け
ら
れ
ま
す
。
症
状
の
現
れ

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
症
状

が
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
方
も

い
ま
す
。
軽
症
か
ら
中
程
度

に
徐
々
に
進
行
す
る
に
従
い

頻
繁
に
出
現
す
る
よ
う
に
な

り
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障

を
き
た
す
様
に
な
り
ま
す
。

漢
方
で
は「

釣
藤
鈎」

と

い
う
生
薬
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
一
因
と
さ
れ
る
た

ん
ぱ
く
質（

ベ
ー
タ
・
ア
ミ

ロ
イ
ド）

の
凝
集
を
制
御
す

る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
動
物

実
験
レ
ベ
ル
で
わ
か
り
ま
し

た
。
徘
徊
や
認
識
で
き
な
く

な
る
な
ど
の
問
題
行
動
が
目

に
見
え
て
減
っ

た
と
い
う
報

告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「

牡
丹
皮」

に
も
同
様
の
作
用

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い

ま
す
。

生
薬「

釣
藤
鈎」

を

含
む
漢
方
薬
と
し
て「

抑

肝
散」「

釣
藤
散」

な
ど

が
あ
り
ま
す
。
下
半
身
の
弱

っ

た
方
に
生
薬「

牡
丹
皮」

を
含
む
漢
方
薬
と
し
て「

六

味
丸」「

八
味
地
黄
丸」

な
ど

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師中

山
　
久
仁
夫

認
知
症
に
使
わ
れ
る
漢
方
薬
？

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
194
）

関谷透監修

新　 郷　 新　 聞

３
年
の
、
荒
井
慎
哉
君
か
ら

送
ら
れ
た
１
通
の
手
紙
で「

感

激
と
感
謝」

を
頂
い
た
と
。

手
紙
は
小
林
先
生
の
国
語

の
授
業
で
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ

て
い
る
方
へ
、
自
分
の

思
い
を
象
徴

す
る
言
葉
を

上
に
１
字
書

き
、
下
に
自

分
の
気
持
ち

を
言
葉
に
す

る

と

い

う
「

字
手
紙」
。
　

荒

井

君

は

上

に

は

「

筆」

と
書

い
て
あ
り
、

下
の
手
紙
は

大
沼
さ
ん
宛

に
書
道（

字）

が
旨
く
な
り

ま
し
た
と
感

謝
の
文
。

手

紙

は

去
年
も
ら
っ

た
の
だ
が
読

小
さ
な
親
切
運
動

あ
り
が
と
う

新
堀
の「
み
ど
り
書
道
教

室」

代
表
の
大
沼
早
苗
さ
ん

は
、
教
え
子
の
榛
松
中
学
校

川
口
市
東
本
郷
の
鵜
飼
勝

さ
ん（

71）

は
、
本
年
度
沖
縄

で
開
催
さ
れ
た
日
本
マ
ス
タ

ー
ズ
ボ
デ
ィ

ビ
ル
選
手
権
大

会
で
、
70
歳
以
上
級
で
見
事
入

賞
を
決
め
た
。

「

昨
年
は
決
勝
に
残
る
事

が
出
来
ず
悔
し
い
思
い
を
し

ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
鵜
飼
さ
ん

70
歳
ク
ラ
ス
で
入
賞

平成２５年 ９月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 　   武南警察署管内
人身事故 24,214 件（-1,675）   　 ７１１件（-７６）

死者数        130 名（-12）          　 ６名（+３）

負傷者    29,877 名（-1,751）　   ８５４名（-５５）

物損事故   99,761 件（+2,812）  ２,９００件（+５０）

平成25年　 9月30日　 交通事故日報（カッコは前年対比）

本紙への取材依頼、広告依頼は下記へ。

☎048（284）5779新郷新聞社　編集部
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メール：ＮＱＧ00844＠nifty.com
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イ
ベ
ン
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情
報

あ
と
が
き

新
郷
貝
塚
は

紙
面
の
都

合
で
休
み
ま
す
。
　

来
月
号
は
11
月
20
日（

水）

発
行
で
す
。

書
と
写
真
の
コ
ラ
ボ
展

東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

◇
日＝

10
月
19
日（

土）

◇
時＝

11：

00
～
１：

00

◇
所＝

東
中
学
校

◇
吹
奏
楽
・
和
太
鼓
演
奏

模
擬
店

◇
問＝

281-

４
０
６
５

赤
井
ふ
る
さ
と
祭
り

◇
日＝

10
月
27
日（

日）

◇
出
発
式＝

10：

00

◇
式
典＝

14：

30

◇
所＝
赤
井
町
会
会
館

◇
問＝
大
栁
祐
一
町
会
長

献
血
の
お
知
ら
せ

◇
日＝

10
月
22
日（

火）

◇
時＝

10：

00
～
11：

30

◇
所＝

新
郷
公
民
館

み
返
し
て
み
て
、
ま
た
感
動

し
、
そ
の
内
容
を「

小
さ
な

親
切
運
動」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「

心
か
ら
伝
え
た
い
、
あ

り
が
と
う」

に
投
稿
し
た
。

す
る
と「

小
さ
な
親
切」

運
動
埼
玉
県
本
部
か
ら「

あ

な
た
の
親
切
は
み
ん
な
の
心

を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
し
た」

と
荒
井
君
に
実
行
章
が
贈
ら

れ
た
。

大
沼
さ
ん
は「

心
か
ら
お

手
紙
あ
り
が
と
う
を
伝
え
た

か
っ

た
。
親
切
は
押
し
付
け

る
の
で
は
無
く
相
手
が
、
あ

り
が
と
う
と
思
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
こ
と
が
本
来
の
親
切

の
形
で
す
。
そ
れ
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
～
あ
り
が
と
う
～
の

形
が
有
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆

さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
伝
え

て
み
て
下
さ
い」

と
語
っ
た
。

写
真
左
か
ら
、
担
任
の
雲

出
智
子
先
生
、
秋
山
恵
子
校

長
、
荒
井
君
、
国
語
科
の
小

林
和
陽
先
生
、
大
沼
さ
ん
。
　
　

た
が
、
諦
め
ず
運
動
・
栄
養
・

休
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分

し
て
自
己
管
理
に
徹
し
得
た

入
賞
。
来
年
は
更
な
る
上
を

挑
戦」

と
微
笑
む
。

ボ
デ
ィ

ビ
ル
は
、
極
限
ま

で
鍛
え
上
げ
た
筋
肉
を
い
か

に
力
強
く
、
美
し
く
表
現
す

る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、

年
齢
を
重
ね
て
も
な
お
、
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
い
え
る
。

鵜
飼
さ
ん
の
自
宅
に
は
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
並
み
の
手
作
り

マ
シ
ー
ン
が
置
か
れ
、
毎
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
余
念
が
な

い
。次

回
の
大
会
に
向
け
闘
志

を
燃
や
し
て
い
る
。

写
真
は
沖
縄
大
会
会
場
で
、

本
人
提
供
。

へ ら 鮒 清 遊 会 
平成25年９月30日　笠間市　友部湯崎湖
①若木　瑛千　　本蓮　　 18.4㎏
②久保木公男　　本蓮　　 14.8㎏
③吉川　博　　　赤井　　 14.0㎏
☆問＝０４８（２８２）３２７２　市川

書
道（

み
ど
り
書
道
教
室

代
表＝

大
沼
早
苗
さ
ん）

と

写
真
同
好
会
・
夢
工
房（

代

表＝

本
紙
編
集
長）

の
コ
ラ

ボ
展
。

◇
日＝

11
月
30
日（

土）

～

12
月
１
日（

日）

◇
所＝

榛
松
イ
イ
ダ
２
F

◇
時＝

午
前
10
時
00
分

◇
入
場
無
料

◇
書
道
は
交
通
安
全
祈
願
書

道
を
小
、
中
学
生
が
出
品
。

◇
写
真
は
日
頃
の
身
近
で
撮

影
し
た
作
品
を
展
示
。

新
郷
南
公
民
館
文
化
祭

◇
日＝

10
月
19
日（

土）

◇
時＝

９：

00
～
５：

00

◇
10
月
20
日（

日）

◇
時＝

９：

00
～
15：

30

◇
所＝

新
郷
南
公
民
館

◇
問＝

281-

５
８
３
４

新
郷
公
民
館
文
化
祭

◇
日＝

11
月
９
日（

土）

◇
時＝

９：

00
～
17：

00

◇
日＝

11
月
10
日（

日）

◇
時＝

９：

00
～
15：

30

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
問＝

281-

０
８
４
９

第
50
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

◇
日＝

11
月
15
日（

金）

◇
時＝

午
後
６
時
30
分
開
演

◇
所＝

鳩
ヶ
谷
駅
市
民
セ
ン

タ
ー（

地
下
鉄
鳩
ヶ
谷
駅）

◇
木
戸
銭＝

２
千
円

（

前
売
り）

◇
出
演＝

三
遊
亭
円
丈

栁
家
か
ゑ
る
他

◇
問＝

０
４
８-

２
８
５-

６
２
０
８

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る
会


